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ジェイソン・サンダーソン

趣味・特技
スノーボード・バスケット・音楽

鑑賞・カラオケ (下手ですけど好

きです)

田

回口■

f諷鷹

くお願、し

く風鎮祭のポスターに採用された

高森東小学校 6年本田実希さん

の作品。
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函函貶翔財 今村町長から賞状を受ける

本田実希さん
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1.水と緑と上の |こおい、いつぱいの住みよい町にします。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町 |こ します。

3.老人を大切 |こ し、子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町 1こ します。

5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町 |こ します。
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AL丁 (英語指導助手)
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リー先生からジェイソン発生ヘ
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ジェイソンです。よろしく
高森の皆さんこんにちは !ジ ェイソン・サンダーソンです。

私は、モンタナ州ボーズマン市の出身で、モンタナ州立大学を卒

業後、熊本学園大学で 1年間日本語を勉強 しま した。その後モンタ

ナ州立大学の国際オフィスで、学生の留学や受け入れ等に関す る仕

事をしていましたが、第二の故郷である日本に行って仕事が したい

と希望 していました。縁あって今回熊本で働けることにな り大変 う

れ しく思っています。高森の第一印象は、きれいな自然がた くさん

あって、山に囲まれてお り、モンタナとよく似ていると思いま した。

私は、 日本語はまだ うまく話すことはできませんが、ぜひ皆 さん

とお友達になりたいと思います。私を見かけたら話 しかけてください。

これから先、高森の皆 さんと一緒に勉強できることを楽 しみにして

¶ L

「

¬ |
l鍮1娠 1

L_ :

■國甲暉辱
=T甲踊

鵬贖|.‐

      ‐t

ri=|         ._

お世話にな りました

高森町の皆 さん、 1年間お世話にな りました。高森を

去るのは寂 しいですけど、皆さんか ら親切にしていただ

いて大変幸せでした。皆さんのご健勝をお祈 りします。

最後に 「高森は、ざ―にゃよかとこばい」。
アメ リカに帰国されたエバ リー先生
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甲

く
風
鎮
祭
で
の
花
火
大
会
。

３
発
の
尺
玉
を
含
む
１
０
４
０
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。
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<高森阿蘇神社夏祭 りでの馬とばせ> 〓

中00

町

民
憲

章

人よ
|‐  ・ 1 ・1::｀ヽ

「



●●

阿
蘇
広
域
行
政

縛
鰊
一珈
一
一押
　
　
法

律

相

談

（
無

料

）

一
団

口
”
“

〕亘

つ

た

可

“
可人

つ

た

星日百
つ

た
)白く
コN

l

しノ
′

/υ

屋

I=|

:ヽ:

(・

|ヾ|/C′

お
お
だ
一・一

一
■
採
用
予
定
職
種
及
び
人
員

一　
火
葬
施
設
技
師

（技
能
労
務
職
）

】一　
１
名
程
度
　
（高
卒
程
度
）

一
■
受
験
資
格

一　
昭
和
３８
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

一
４８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

一
卜
第

一
次
試
験
日

一　
平
成
１４
年
１０
月
１６
日
（水
）
予
定

一
■
受
付
期
間

一　
平
成
１４
年
９
月
２０
日
（金
）
～

一　
平
成
１４
年
９
月
３０
日
（月
）

一
■
受
験
案
内

・
受
験
申
込
な
ど
の

一問
い
合
わ
せ
は

一
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局

一総
務
課
総
務
係

一
」
０
９
６
７

‐
２
４
‥
５
‐
‐
‐

一
ＦａＸ

０

９

６

７

‐

２

４

‐

５

‐

‐

９

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
９
月
２１
日
（土
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。

■
と
　
き
　
９
月
２７
日
（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

心

配

ご

と

相

談

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
．

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

野
尻
地
区

■
と

き
　
９
月
‐９
日
（本
）

午

―――１
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
区

■
と

き
　
９
月
２０
Ｈ
（金
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と

き
　
１０
月
８
Ｈ
（火
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
共
蓉
館

●

一も
一ｔ
一

‐‐‐‐‐‐も一ｔ
一礎
‐‐‐‐‐康
一情
報

熊
本
県
保
険
医
協
会
で
は
、
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
健
康

情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

９
月
の
テ
ー

マ
は
次
の
と
お
り

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
月
　
児
童
虐
待
と
子
ど
も
に
与

え
る
影
響

■
火
　
児
童
虐
待
の
親
の
抱
え
る

問
題

■
水
　
膝
に
水
が
た
ま
っ
た
ら

■
木
　
白
い
歯
に
す
る
た
め
に
は

■
金
　
慢
性
疲
労
症
候
群

■
±

・
日
　
陰
茎
癌

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

ｈ
０
９
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‐
３
８
５
‐
３
３
０
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休

日

在

宅

医

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

９
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１５
Ｈ

後

藤

医

院
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Ｈ
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２２
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９
月
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野

病
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Ｃ

（８
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月
６
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藤

本

医

院
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０
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17日 夜の花火大会終了後。中央四つ角周辺は夜遅くまで多くの人出で賑わいました。
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「代継太鼓」 (熊本市)の皆さんも風鎮祭に参加。 風鎮祭に欠かすことのできない「風鎮太鼓」。オープニングセレモニー
に始まり、五穀豊穣祈願祭での奉納などに大活躍。

サ
ウ
ナ
室
の
マ
ッ
ト
を
使

っ
て
造
ら
れ

た

「
ぶ
―
さ
ん
」
（横
町
９
）
は
、
子

ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。

ま

迫

上
町
カ
ー
ニ
バ
ル
ズ
の
作
品

「竜
宮
の

亀
」
に
ま
た
が
っ
て
い
る
浦
島
太
郎
は
、

本
物
の
人
間
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

●

‐
●
■

身 にを員 い物バックを組み合わせたよろい.と 、竹マ
ビーチサングルやほうきで作っ

ット製のかぶと
た馬にまたがっ
展示されました
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おめでた・おくやみ
2002年 7月 受付分   (敬 称略 )

住吉 成月 ちゃん

(高森・上在)6.27生
みつき

佐野 充希 ちゃん

(矢津田高尾野)6.27生

也

美

郎

弓
一

達

元

進

真

父
母

父
母

女

　

男

隕
(住 所 )

高 森・森

草部。社倉

野尻・河地

津留。上津留

上色見。前原

尾下。百刈

中・峰の宿

甲斐

中嶋

後藤

住吉喜

住吉

りが と うございま し

(敬称略 )

(死亡者 )(年齢)(御遺族 )

木本マス子 62木本 律雄

甲斐 ミツイ 81田 上 勝遠

野尻 武蔵 86野尻 ツヨ

野尻  格 68野尻テルヨ

後藤 冨子 90後藤 和昭

本村ユクエ 85本村 武夫

二子石カネヨ98二子石 壮

人 口の動 き
7月 末目現在 (前月との比較)

世帯数 2,634(+5)
男  3,698(+4)
女  4,009(+5)

総 数 7,707(+9)

聰ぁ
善 貴 の 灯

た

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し>
芹口三代子 後藤和昭 泉郡治
二子石昇士 松本ヨシエ

■広報送料寄付

青木 洋一 (東京都小平市)

人

子

士

夫

夫

秀

矩

武

九

六

(熊本市半田山)

(長崎県佐世保市 )

(大阪府富田林市)

(神奈川県藤沢市 )

(滋賀県野洲町 )

お くや み
も う しあ げ ます

お詫びと訂正
8月 号 17ペ ージ 「阿蘇地域精神障害者家族

会のご案 内」の記事で誤 りがあ りま した。家

族会平武徳 会長 宅の電話番 号は、正 しくは

0967-44-0023で す。
お詫び して訂正 します。

(2)

い るて

今年は 18基の力作が町内各所に
とった武将が、
力のある作品。

(19)

年

金

相

談
粽1華

已
判
諷
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町職員人事異動 (8月 1611付け)
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第
３３
回
勤
労
者
美
術
展
　
　
　
　
　
森
林
を
開
発
や
伐
採
す
る

作
品
募
集

　

　

と
き
は
事
前
に
ご
相
談
を

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
農
林
部

林
務
課

ｈ
０
９
６
７
‐
２
２
‐
「
１
１
１

役
場
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

ｈ
２
‐
１
１
１
１
（内
線
１
５
２
）

農
業
者
年
金
巡
回
相
談

■
相
談
内
容

経
営
移
譲
年
金
等
に
伴
う
資

格
・給
付
及
び
農
地
等
の
処
分
や
、

そ
の
他
の
制
度
等
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
い
た
後
に
、
希
望
者

ヘ

個
別
に
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
相
談
対
象
者

①
経
営
移
譲
の
時
期

（
６ｏ
歳
）
に

到
達
し
な
が
ら
、
現
在
ま
だ
経

営
移
譲
を
し
て
い
な
い
者

②
昭
和
１７
年
～
昭
和
１９
年
に
生
ま

れ
た
被
保
険
者

③
受
給
権
者
で
特
に
問
題
を
有
す

る
者

④
加
入
資
格
要
件
を
満
た
し
て
い

る
未
加
入
者

■

日
時

平
成
１４
年
９
月
１３
日

（金
）

午
前
１０
時
～
１２
時

■
場
所

高
森
町
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

高
森
町
農
業
委
員
会

ｈ
２
１
１
１
１
１
（内
線
１
５
１
）

パ

ソ

コ

ン

講

座

雇
用

・
能
力
開
発
機
構

の
委
託

に
よ
り
、
求
職
者

の
た
め
の
無
料

パ
ソ

コ
ン
操
作
研
得

コ
ー
ス
を
開

講
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
パ
ソ

コ
ン
の
利
用

方
法

の
基
礎
及
び
応
用
を
勉
強
し

て
い
た
だ
き
、
就
職
活
動
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

受
講
料
は
無
料

（た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代

１
０
０
０
円
程
度

は
実

費
）

■
第
５
回

（中
級
）

★
Ｅ

ｘ
ｃ
ｃ
ｌ
操
作
習
得

コ
ー
ス

○
募
集
期
間
９
月
１０
日
～
９
月
２０
日

〇
抽
選
目
　
１０
月
３
日

（本
）

○
受
講
実
施
Ｈ
　
ｌＯ
月
２１
日

（月
）
。

２３
日
（水
）
ｏ
２５
日
（金
）

○
時
間
　
午
前

９
時
～
午
後
４
時

（全
１８
時
間

）

■
往
復
は
が
き
に
講
習
名
。
氏
名
・

生
年
月
日

。
年
齢

・
住
所

。
電
話

番
号
を
記
入
し
て

〒
８
６
９
‐
２
３
０
１
　
阿
蘇
郡

阿
蘇
町
大
字
内
牧
２
５
７
　
ワ
イ

エ
ス
プ
ラ
ン
パ

ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

ま
で

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は

ｈ
０
９
６
７
‐
３
２
‐
３
３
９
８

臭
化
メ
チ
ル
の

調
査
に
つ
い
て

■
臭
化
メ
チ
ル
は
２
０
０
５
年
に

全
廃
さ
れ
ま
す
。

臭
化
メ
チ
ル
は
、

１
９
９
２

年
第
４
回
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定

書
締
約
国
会
合
に
お
い
て
、
オ
ゾ

ン
層
破
壊
物
質
と
し
て
指
定
さ

れ
、
２
０
０
５
年
に
全
廃
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
不
可
欠
用
途
申
請
が
で
き
ま
す

全
廃
後
も
必
要
不
可
欠
な
用
途

に
つ
い
て
は
、
締
約
国
会
合
に
お

い
て
、
不
可
欠
用
途
の
申
請
を
行

い
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
れ
ば
特
別

に
使
用
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

■
ど
の
作
物
に
つ
い
て
も
申
請
し

て
よ
い
の
か
？

臭
化
メ
チ
ル
代
替
技
術
が
な
い

も
の
に
限

っ
て
、
最
終
的
に
は
国

際
機
関
で
申
請
が
認
め
ら
れ
た
場

合
の
み
使
用
で
き
ま
す
。

■
申
請
方
法
と
は
？

申
請
様
式
に
従

っ
て
、
生
産
者

及
び
生
産
団
体
が
必
要
事
項
を
記

入
し
、
ま
ず
市
町
村
に
提
出
し
て

行
い
ま
す
。

■
問
い
合
せ
先

役
場
農
林
振
興
課
農
業
振
興
係

ｈ
２
‐
１
１
１
１
（内
線
１
５
３
）

熊
本
県
農
政
部
植
物
防
疫
係

ｈ
０
９
６
‐
３
８
３
‐
１
１
１
１

（内
線
５
３
６
０
・
５
３
６
１
）

一
　
勤
労
者
美
輸
展
は
、
県
内
に
一

一
住
も
し
く
は
在
勤
の
勤
労
者
及
び

一耗̈
」̈一中が「̈嘔垣した作品を展

一デ帰『ン（滞‐画書。「弊瓢．̈柳一『̈”
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熊
本
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立
美
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１
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森
林
は
、
本
材
を
生
産
す
る
だ

け
で
な
く
、
水
源
の
確
保
や
災
害

の
防
止
、
汚
れ
た
空
気
を
浄
化
す

る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持

っ

て
お
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
重
要
な
存
在
で
す
。

森
林
施
業
や
開
発
を
行
う
た
め

に
森
林
を
伐
採
し
た
り
、
土
地
の

形
質
を
変
更
す
る
場
合
は
、
森
林

法
に
よ
り
事
前
に
所
定
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
次
の
場
合
は
県
知
事
の
許
可
が

必
要
で
す
。

・
林
地
開
発
許
可

（森
林
の
開
発

面
積
が
ｌ
ｈａ
を
超
え
る
場
合
）

・保
安
林
内
伐
採
（作
業
）
許
可
（保

安
林
内
で
伐
採
や
土
地
の
形
質
変

更
等
を
行
う
場
合
）

口
保
安
林
内
間
伐
届
出

（保
安
林

内
の
間
伐
を
行
う
場
合
）

■
次
の
場
合
は
町
村
長

へ
の
届
出

が
必
要
で
す
。

・
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届

出

（森
林
の
伐
採
を
行
う
場
合
は
、

町
村
長

へ
の
届
出
が
必
要
で
す
）

な
お
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
つ
い

て
は
、
他
法
令

（自
然
公
園
法
な

ど
）
に
よ
る
手
続
き
も
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
風
の
害
か
ら
農
作
物
を
守
り
豊
作
を
祈

願
す
る
祭
り

「
風
鎮
祭
」
が
、
８
月
１７
日
か
ら
１８
日
に
か
け
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
別
名

「山
引
き
」
と
も
呼
ば
れ
る
祭
り
で
、
宝
暦
２

年

（
１
７
５
２
年
）
に
始
ま

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も

「祭
り
の
牽
引
車
」
５
町
の
向
上
会
に
よ
る

「目
さ
ま
し
」

で
祭
り
の
幕
を
開
け
、
に
わ
か
や
子
ど
も
手
踊
り
、
町
民
総
踊
り
、

花
火
大
会
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

当 ●   ●

●   ●

31団体 (850人 )が参加した町民総踊り。
高森校区婦人会の皆さんは揃いのエプロン姿で参加。

役場の仮装行列―行。今年もアイデアたっぶりの作品で楽しませてくれました。  暑い中お疲れ様。高森幼稚園の「子どもみこし」

各
向
上
会
に
よ
り
趣
向
を
凝
ら
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

祭 りには浴衣が似合いますね。

5向上会自慢のにわかを競う「にわかコンクール」では、厳正な
審査の結果、下町向上会が 2位以下に大差をつけて優勝しました。
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子どもにとつて有 害 なら、

それは虐 待 です。

^
多体的嬉お

家に閉じ込める、病気や

ケガをしても病院に連れ

て行かない、適切な食事

を与えない、ひどく不潔

なままにする、自動車内

や家に置き去 りにする、

など

言葉によるおどし、脅迫、

無視、きょうだい間の差

別的な扱い、など

外 グレス

る
「
″
』
を
は
ぐ
く
む

有
意
義
な
土
曜
日
を
過
ご
す
た
め
に

わ
れ
ば
Ｃ
こ
ら
２
や
閣
話

新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
、
毎
週
土
曜
日
を
休

み
と
す
る

「完
全
学
校
週
５
日
制
」
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
外
で
の
時
間
が
増
え
、
家

庭
や
地
域
で
の
教
育

の
機
会
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要

に
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
土
曜
日
対
応
事

業

（野
外
活
動
や

ス
ポ
ー
ツ
活
動
）
と
し
て

「わ
ん
ぱ

く
て
ら
こ
や
」
を
始
動
し
ま
し
た
。

的膚お ψ的虐希

なぐる、ける、溺れ させ

る、異物を飲み込ませる、

戸外に締め出す、など

子 どもへ の性 交、性 的

行 為 の強要、性 器 や 性

交を見せ る、ポル ノグラ

フィーの被写体に子 ども

を強要する、など

合同開講式後にさつそく総合型スポーツを体験。
写真上 :軟式野球、写真下 :バ ドミン トン

わんぱくてらこや

今年度の予定

` ●   ●

●   ●
「わんぱくてらこや」は、いずれも土曜日に開催

■時間 午前10時～12時

■会場 高森小学校

総合型スポーツにはバ ドミントン・サッカー・ソ

フ トボール・軟式野球があります。

どのスポーツを体験されても結構です。特に小学

校低学年の児童は、いろいろな種 目にチャレンジし

てください。

急
増
す
る
児
童
虐
待
に

歯
止
め
を
か
け
る
の
は
あ
な
た
で
す

近
年
、
児
童
虐
待
の
ニ
ュ
ー
ス
が
日

立
っ
て
い
ま
す
。

了
ど
も
た
ち
の
心
や
体
を
傷

つ
け
、
成

長
を
妨
げ
る
の
み
な
ら
ず
、
命
を
も
奪

つ

て
し
ま
う
児
童
虐
待
。
こ
う
し
た
児
童
虐

待
の
ほ
と
ん
ど
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て

一
番
身
近
な
親
が
加
害
者
と
な

っ
て

い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

た
め
、
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち

は
、
そ
の
被
害
を
認
識
で
き
な
か
っ
た
り
、

家
族
以
外
の
人
に
訴
え
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ず
に
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か

ら
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
周
囲
の

大
人
た
ち
で
す
。
虐
待
に
気
づ
い
て
も
、

「よ
そ
の
家
の
こ
と
だ
か
ら
」
と
何
も
し

な
い
の
で
は
、
子
ど
も
を
救
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
は
社
会
の

財
産
で
す
か
ら
、
私
た
ち
は
社
会
全
体

で
子
ど
も
を
守
る
責
任
が
あ
る
の
で
す
。

虐
待
行
為
を
発
見
し
た
ら
児
竜
相
談

所
や
福
祉
事
務
所
に
連
絡
す
る
。
平
成

１２
年
に
制
定
さ
れ
た
「児
童
虐
待
防
止
法
」

で
は
、
児
童
虐
待
の
通
告
を
国
民
全
体

の
義
務
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

児
童

虐

待

の
疑

い
が

あ

れ
ば

迷

わ
ず

児
童

相

談

所

に
連
絡

を

「虐
待
か
ど
う
か
、
は

っ
き
り
し
な

い
と
連
絡
で
き
な
い
」
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
連
絡
が
な
い
と
虐

平
成
１５
年
４
月
１
日
の
統
合
に

け
準
備
が
進
む
、
高
森

。
■
色

・
色
見
の
統
合
小
学
校
の
校
名

「高
森
申
央
小
学
校
」
に
決
定

ま
し
た
。

教
‐

育
委
‐

員
会

で
は
、　
各
校

区

の
駐
在
嘱
託
員
や
保
護
者
の
代
表

者
、
各
学
校
長
１７
名
で
構
成
さ
れ

る
学
校
統
合
準
備
委
員
会
を
今
年

４
月
に
設
置
。

同
準
備
委
員
会
に
お
い
て
、
今

回
の
統
合
は
３
校
の
対
等
合
併
を

待
の
有
無
も
調
査
で
き
ま
せ
ん
。
児
童

相
談
所
で
は
、
連
絡
が
あ

っ
て
初
め
て
、

実
際
に
虐
待
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
調

査
し
、
判
断
し
ま
す
。
虐
待
が
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
連
絡
し
た
人
に
責
任
は

あ
り
ま
せ
ん
。
間
違
い
を
恐
れ
ず
、
児

童
相
談
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
の
方
法
は
文
書
で
も
電
話
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
虐
待
さ
れ
て
い
る
子
ど

も
の
名
前
、
住
所
、
虐
待
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
人
の
名
前
、
子
ど
も
の
状
況
、

連
絡
し
た
人
の
名
前
と
連
絡
先
な
ど
を

知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
し
た
人
の

秘
密
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。

子
育

て
に
悩
ん

で
い
る

お
母
さ
ん
た
ち

ヘ

母
親
が
わ
が
子
を
虐
待
し
て
し
ま
う

背
景
に
は
、
母
親

一
人
に
子
育
て
の
負
担

が
重
く
の
し
か
か
り
、
大
き
な
ス
ト
レ
ス

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
母
親
自
身
が
子
ど

も
時
代
に
虐
待
を
受
け
た
経
験
が
あ
る

こ
と
な
ど
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
こ

の
よ
う
な
母
親
自
身
の
心
の
問
題
を
解

決
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
自
分

の
い
ら
い
ら
を

つ
い
子
ど
も
に
ぶ

つ
け

て
し
ま
う
、
子
育
て
が
う
ま
く
い
か
ず
自

省

己嫌
悪
に陥
って
し
ま
う
…
…。
そ
れ
は
一知

お
母
さ
ん
の
心
が
疲
れ
て
い
る
証
拠
で
生

す
。
そ
ん
な
と
き
は
、　
一
人
で
悩
ま
ず
、
響

家
族
や
友
人
な
ど
の
身
近
な
人
や
児
童
狭

相
談
所
。保
健
所
な
ど
の
相
談
機
関
に
相
糊

談
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
噴

つ

し が 見 向 統
合
小
学
校
の
校
名

に
決
定

(4)
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9月 28日 グラウンド・ゴルフ

10月 5日 総合型スポーツの体験

10月 12日 グラウンド・ゴルフ

10月 19日 グラウンド・ゴルフ

11月 9日 総合型スポーツの体験

11月 16日 野外の遊び体験

12月 7日 総合型スポー ツの体験

12月 14日 総合型スポーツの体験

1月 11日 総合型スポーツの体験

1月 18日 野外の遊び体験

2月 8日 総合型スポーツの体験

3月 1日 総合型スポーツの体験

3月 15日 閉講式

高
森
中
央
小
学
校
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８
月
２４
日
は

「野
外
の
遊
び
体
験
」
の
日
で
し
た
が
、
悪
天
候
の
た
め
高
森
小
学
校

体
育
館
で
、
伝
承
遊
び
を
体
験
。

４４
人
参
加
。
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赤い羽根共同募金
ご協力ありがとうございました。

阿蘇郡では第3位
1位 西原村

2位 阿蘇町

3位 高森町

阿蘇郡身体障害者体育大会に楽しく参加する本町の皆さん

平成14年度は

10月 1日から始まります

赤い羽根共同募金 には、毎年多 くの方々に
ご協力をいただき厚 くお礼申し上げます。

今年 も、皆様方のご協力をよろしくお願い

申し上げます

3,373,853円 (1世帯当た り 1,878円 )

(熊本県で第 1位 )

2,974,175円 (1世帯当た り493円 )

2,354,953円 (1世帯当た り949円 )

＼

ヽ

全
額
を
熊
本
県
共
同
募

金
会
に
送
金
し
ま
し
た
。

7月 31日 から 3日 間、体験乗馬施設「ブルーグラス」で、子ども
たちの乗馬体験を開催し3日 間で60人が参加。初めて参加する
児童も多く、中には、3日 連続で参加した児童もいました。

●  ●

●   ●

レ
／

学
菫
水
泳
記
録
会

８
月
３
日
、
高
森
高
校
屋
内

ブ
ー
ル
で
、
町
学
童
水
泳
記
録
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
記
録
会
は
、
児
童
の
水
泳

能
力
の
向
上
と
町
内
全
小
学
校
の

親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
は
、
各
小
学
校
の
４
～
６

年
生
が
参
加
。

力
泳
す
る
児
童
た
ち
に
、
士
口
（
フ

■
ロ́

ン
０

な
声

か
け
た
保
護
者
か
ら
も
大
き

援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

■このようなことに使いま した

ボランティア協会活動費

身体障害者福祉

協会活動費

七夕まつり前に、高森高校生とボランティア協会の
皆さんが一緒になって湧水 トンネル公園を清掃。

平成13年度の共同募金実績

2,354ヮ953円

老人 クラブ連合会活動費 300,000円

身体障害者福祉協会活動費 30,000円

児童 。青少年福祉活動費 100,000円

福 祉 育 成 援 助 活 動 費 351,732円

歳 末・ 災 害 見 舞 い 350,000円

ボランティア協力校活動費 500,000円

ボ ランテ ィア協会活動費 30,000円

1,661ヮ732円
(高森町社会福祉協議会への配分)

「わ
ん
ぱ
く
て
ら
こ
や
」
や
「武
道
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
メ
」

に
つ
い
て
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

高
森
町
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
係

（高
森
町
民
体
育
館
内
）　
　
　
　
　
・

Ｘ

伯

２

‐
２
９

９
ｌ
　

ｆａ
２

‐
０

９

８

７

武
道
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
フ
七
開
催
中

本
町
で
は
、
放
課
後
子
ど
も

ス
ポ
ー
ツ
活
動

モ
デ

ル
事
業
と

し
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
武
道
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
剣
道

・練
習
日
　
毎
週
月
・火
・木
。金
曜

（週
４
回
）

。時
間
　
午
後
６
時
～
７
時
３０
分

・場
所
　
高
森
小
学
校
体
育
館

・
ク
ラ
ブ
費
　
小
学
生
月
額
２
千
円

中
学
生
月
額
千
円

■
柔
道

・練
習
日
　
毎
週
月
。木
。土
曜

（週
３
回
）

。時
間
　
午
後
６
時
３０
分
～
８
時
３０
分

・場
所
　
高
森
中
学
校
体
育
館
武
道
場

・ク
ラ
ブ
費
　
月
額
２
千
円

■
空

手

・練
習
日
　
毎
週
火
。土
曜
（週
２
回
）

。時
間
　
火
（午
後
７
時
３ｏ
分
～
９
時
）

土
（午
後
６
時
～
８
時
）

。場
所
　
高
森
小
学
校
体
育
館

。ク
ラ
ブ
費
　
月
額
３
千
円

」要
Ｆ
　

ヽ

(16)

見事な飛び込みを見せる児童

(5)
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幅
香
籠
納
源
夏
票
リ

８
月
８
日
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

「梅
香
苑
」
で
納
涼
夏
祭

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
苑
の
お
年
寄
り
と

地
域
や
ご
家
族
と
の
交
流
を
目
的

と
し
た
も
の
で
、
今
年
が
１９
回
目
。

模
擬
店
や
風
鎮
太
鼓
、
熊
本
商

業
高
校
女
子
空
手
の
形
の
披
露
、

花
火
大
会
な
ど
も
あ
り
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
企
画
で
皆
さ
ん
楽
し
い

時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ

っ
た
こ

の
祭
り
で
、
お
じ
い
ち
や
ん
、
お

ば
あ
ち
や
ん
た
ち
の
お
顔
が
喜
び

に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

●

鍵
盤
龍
命
が
九
州
を
平
定
し

て
阿
蘇
の
地
を
風
雪
の
害
か
ら

防
ご
う
と
、
穀
菜
の
豊
穣
を
祈

願
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
い
伝

え
ら
れ
る
祭
り
。
今
年
も

「御

唄
」
に
合
わ
せ
て
、
み
こ
し
や

御
神
馬
が
練
り
歩
き
、
家
内
安

全
や
健
康
を
祈
願
し
て
た
く
さ

ん
の
人
が
み
こ
し
を
く
ぐ
り
、

勇
壮
な
飾
り
馬
の

「馬
飛
ば
せ
」

も
行
わ
れ
、
町
内
は
活
気
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

下
り
宮
で
有
名
な
吉
見
神
社

は
神
武
天
皇
の
第

一
皇
子
日
子
人

井
の
命
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
樹
齢

七
百
年
に
も
及
ぶ
杉
の
本
に
囲
ま

れ
た
神
社
で
す
。

午
前
中
に
神
事
、
午
後
か
ら
は

大
小
二
基
の
み
こ
し
と
子
ど
も
み

こ
し
が
階
段
を
上
つ
て
浜
床
ま
で

練
り
歩
き
、
神
楽
の
披
露
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
赤
ち
や
ん
の

土
俵
入
り
も
行
わ
れ
、
祭
り
は
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

たちの ま
■
■
■
■

たちで

中
心
市
街
地
の
活
性
化
計
画
ス
タ
ー
ト

本
町
で
は
、
空
洞
化
が
進
む
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
ろ
う

と
、
平
成
１３
年
７
月
か
ら
基
本
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
基
本
計
画

「風
と
森
計
画
」
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。

こ
の
計
画
づ
く
り
に
は
、
策
定
委
員
・
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
・

各
種
団
体
の
方
々
な
ど
延
べ
約
２
０
０
０
人
と
い
う
多
く
の
方
々

が
参
加
し
、
こ
れ
か
ら
の
市
街
地
活
性
化
の
方
向
性
や
具
体
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
計
画
を
受
け
、
同
計
画
を
実
践
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
団
体

「風

と
森
の
会
」
（山
村
紘
司
会
長
、
会
員
４１
人
）
も
結
成
さ
れ
る
な
ど
、

中
心
市
街
地
は
活
性
化
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

赤ちゃんの土俵入りで順番を待つ子どもたち

窮ト
●   ●一

ス
彗
バ

肥
　
後
　
狂
　
．句
　
　
　
　
　
　
文
月

段
ボ
ー
ル
　
無
着
か
く
し
に
し
と
る
馬

夢
だ
ろ
か
　
ま

い
っ
と
き
封
切
ら
ん
ど
こ

段
ボ
ー
ル
　
キ
の
し
よ
る
か
く
薇
ん
ぼ

こ
こ
が
好
き
　
本
社
で
チ
ヌ
の
釣
る
る
か
い

段
ボ
ー
ル
　
洗
濯
物
の
着
ネ
い

段
ボ
ー
ル
　
行
動
買
い
の
誌
ま

っ
と
る

こ
こ
が
好
き
二
五
湯
使
う
た
川
も
あ
る

ビ
ン
ピ
ン
　
魚
籠
蹴
た
く

っ
て
班
げ
た
鯉

こ
こ
が
好
き
　
な
ん
ぎ
ゃ
り
た者
で
暮
さ
る
る

と
ん
と
は
じ
め
て
　
ワ
イ
ロ
に
胸
の
疼

い
た
つ

い
ら

っ
し

ゃ

い
　

の
れ

ん

の
夏

の

マ

マ

の
声

い
ら

っ
し
ゃ
い
　

阿
珠
は
世
界
の
近
園
地

と
ん
と
は
じ
め
て
　
胸
は
子
鐘
キ

つ
如
た
る

い
ら

っ
し
ゃ
い
　
活
き
の
Ｒヽ
ェ
塩
鯖

ン
あ
る

手
だ
ろ
か
　
こ
の
え
で
踏
む
甲
子
口

ピ

ン
ピ
ン
　
ど
こ
で
充
電
し
よ

っ
と
な

句

几
び
た
み
し
蛯
お
ち
ネ
ひ
運
転
す

渓
流
に
山
魚
の
は
ね
て
涼
を
呼
ぶ

女
郎
花
見

つ
け
し
な
薇
ど
バ
ス
の
中

登
山
道
陶
芸
窯
家
む
く
げ
垣

女
郎
花

一
林
添
え
て
墓
沈
ふ

白
露
は
単
に
ず

っ
し
り
夜
が
明
く
る

ジ

PθETRyPAGE

（阿
蘇
御
神
大
会
）

汰
「
口
　
　
一
ケ″

松
野
　
笑
声

後
藤
　
信
子

日
本
　
琴
司

桐
源
　
白
酔

浦
塚
　
南
夭

佐
伯
　

えヽ
雄

沐
　
　
不
恙

口
上
黙
公
子

渡
４
　
雲
海

佐
藤
　
菫
信

堀
口
　
一誅
価

上
丼
カロ
根
女

後
藤
　
愛
子

馬
源
　
馬
笑

松
山
キ
ヨ
子

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

甲
斐
　
康
利

甲
斐
し
ず
子

甲
斐
し
ず
枝

熊
谷
　
ツ
子

野
尻
　
里
女

野
尻
　
美
穂

(15)

新風を吹き込み新 しい魅力を作 り出す と同時

に、森のように生き生きと暮 らせる街に しよ

うとい う意味。

たかもグ

① 「味な高森」 (食 lng高森)

②商いが輝けるまち (見つけませんか、あなたの

探す欲しいモノ)

③風と歩こう

④世代を越えて共生できるまち

⑤楽しく !元気で 1笑顔で !(文化と交流)

⑥山と水と花と (安 らぎのまち)

(6)
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高森町中心市街地活性化事業計画図

(色見環状線 )

整備事業

緑化整備事業
(駅前・下原線) 緑化整備事業

(県道高森停車場線)

道路整備事業
(下町・昭和2号線)

道路整備事業
(下町・湧水館線)

湧水館線)

水舟復活整備事業
(県 道清和高森線)

緑化整備事業
(県道熊本高森線)

/判 /金、V´ガt

‐
ル 『風と森」計画で具体的に

何をするの?
まちなかを歩いてもらうしかけ

づくりなど、基本的な 6つのテー

マに基づいて、高森独 自の味の発

見や空き店舗の活用、イベン ト実施な

どのソフ ト面のほか、左の事業計画に

より、拠点施設 (産交跡地)の新設や湧

水 トンネル公園と中心街を結ぶ道路整

備といったハー ド面も計画しています。

たくさんの事業計画をすぐ

に実施するの?
|1土 い ものでは今年度か らイ」う

A II:業 もあ りますが、概ね 10年

を卜1標 として関係機関をは じめ

地域の方と相談 しながら、できるこ

とか ら実施す る 升定です。

今
年
も
町
内
の
各
所
で
納
涼
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
食
べ
物

バ
ザ
ー
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
を
こ
ら
し
た

催
し
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
活
気
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

上
色
見
校
区
夏
祭
り
盆
踊
り
大
会

お
か
え
り

祭

２
０
０
２

河
原
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

「お
か
え
リ
フ
ェ
ス

タ
」
は
、
お
盆
に
帰
省
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

一
河
原
校
区
の
若
者
た
ち
が
企
画
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
地
元
の
中
学
生
が

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の

一
環
と

し
て
フ
ェ
ス
タ
の
お
手
伝
い
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
帰
郷
し
た
人
た

ち
は
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
自
慢
の

の
ど
を
披
露
し
た
り
、
旧
友
と

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

．一

　

Ｖ

）

一

---: {

A

A

AI

F 壼̀

戚

８
月

１３
日
、
上
色
見
小
学
校
運

動
場
で
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
神
楽

や
老
人
会

の
踊
り

の
披
露
、
ま

た
地
元
の
マ
ジ
シ
ヤ
ン
に
よ
る

マ

ジ

ツ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
多
彩
な
催
し

で
夜
遅
く
ま
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

各
地
域
で

徴
籠
裏
栞
り
開
催

〉
　

　

イ
ー

Ｉ
Ｔ
，■
・

ヽ
■
」

ヽ

プロ顔負けのマジツクシヨ~

老人会の皆さんによる踊りの披露

鼈
轟
饗

●   ●

「風と森の会」のメンバー

iま ?
「自分たちのまちは、 自分た

ちでつくる」を合言葉に、町内

の各種団体や一般公募による応

募者などで構成 しています。

今後、町や地域の方々と協力 しな

が ら、市街地の活性化だけでな く、

全町的なまちづ くりも視野に入れ活

動することに しています。

また、会員の入会はいつで も自由

にできますので、ご連絡 くだ さい。  ●
■事務局 高森町商工会内 安方

面EL 2-0274

「

標
高
７
０
０

ｍ
納
涼
祭

朋
遊
館
で
開
催
さ
れ
た

「標
高
７
０
０

ｍ
納
涼
祭
」
で
は
、

そ
う
め
ん
流
し
や
金
魚
す
く
い
等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

ス
テ
ー
ジ
上
で
は
日

本
舞
踊
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
地

元
バ
ン
ド

（
ロ
ア
リ
ン
グ
サ
ウ

ン
ズ
）

の
演
奏
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
今
回
は
不
用
品
を

持
ち
寄

っ
て
の
バ
ザ
ー
も
行
わ

れ
、
大
好
評

の
納
涼
祭
と
な
り

ま
し
た
。

●

た

ら .:

A
湧水 トンネル公園は、年間約 30万 人 (平成 13年実績)も

の観 光客を集客す る新たな観光スホ ッ トとな りました (,

そこで、公国内の値栽や休憩所、噴水など『水』をテーマ

とした環境整備を行 うことによって、さらに魅カアップを図 りま

す。また、公園と中心市街地や拠点施設 (産交跡地)、 南阿蘇鉄道

高森駅を連携するアクセス道路や散策路として一体的な整備を行
い、中心市街地への集客効果を図るとともに商業の活性化 と賑わ
いを創 り出していきます。

産 交 跡 地 は ど うな る の で

しようか ?
中心市街地に買い物客を呼び

込み、文化機能と賑わいを創 り

出す拠点として、町民交流の核

である地域文化振興施設の整備を平

成 16年度までに行 う予定です。

また、野外でのイベン トなどに利

用できるよう多 目的なイベン ト広場

や、植栽 。親水空間を整備するとと

もに、環境教育の観点から自然エネ

ルギーを利用 した照明灯などを整備

予定です。

かわいらしい踊りを披露する野尻岬ちゃん 焼きそばはいかがですか ?

ビンゴゲームの抽選会。好評につき 2回行われました。 カラオケ大会も大盛況。今年は特に若い人たちの姿が目立ちました。

(7) (14)
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国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
方
を
対
象
に
、
熊
本
社
会

保
険
事
務
局
が
委
託
し
た
民
間
会

社
か
ら
、
電
話
に
よ
る
保
険
料
の

納
付
案
内
を
行

っ
て
い
ま
す
。

案
内
は
、
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で

の
正
午
か
ら
午
後
８
時
ま
で
と
、

日
曜
日
は
午
前
１０
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で
で
す
。

で
は
次

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
の
ほ

か
国
民
年
金
推
進
員
や
国
民
年
金

保
険
料
収
納
指
導
員
が
、
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
皆
さ
ん
の
お
宅

へ
直
接
伺
い
、
年
金
制
度
の
案
内

を
は
じ
め
、
届
出
の
相
談
や
保
険

料
の
納
付
案
内
な
ど
を
行

っ
て
い

ま
す
。

夜
間
や
休
日
に
電
話
を
か
け
た

り
、
お
伺
い
す
る
こ
と
も
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は
、

便
利
な
口
座
振
替
で
Ｉ

壌

ワ

本
校
で
は
、
平
成
９
年
度
か
ら

手
話
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域

の
方

々

へ
の

図
書
館
開
放
と
併
せ
て
手
話
教
室

を
開
く
こ
と
に
よ
り
、
生
涯
学
習

の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
手
話
の
学
習
を
通
し

て
本
校
生
徒
と
の
交
流
に
よ
り
、

２１
世
紀
を
担
う
生
徒
た
ち
に
豊
か

な
思
い
や
り
の
心
を
育
て
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
年
も
１０
月
か
ら
開
催
し
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

個
人
情
報
の
収
集
に

ご
用
心
―

最
近
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職

員
等
を
装
い
、
ご
自
宅
に
電
話
を

し
て
、
ご
家
族
の
勤
務
先
の
名
称
・

所
在
地

・
電
話
番
号
を
聞
き
出
す

な
ど
、
個
人
情
報
の
収
集
が
全
国

的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
事
務
所
は
も
と
よ

り
、
国
民
年
金
推
進
員

。
国
民
年

金
保
険
料
収
納
指
導
員
は
電
話
に

よ
る
個
人
情
報
を
聞
き
出
す
こ
と

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は

☆
熊
本
社
会
保
険
事
務
局

ｈ

０

９

６
‐
２

１

１
‐
０

７

６

３

☆

熊

本

東

社

会

保

険

事

務

所

ｈ

０

９

６
‐
３

６

７
‐
２

５

０

０

「

人

権

」

ど
う
わ
　
こ
う

い

《
え
せ
同
和
行
為
と
は
》

同
和
問
題
の
解
決
を
遅
ら
せ
て
い
る
大
き
な
問
題
と
し
て
、

え
せ
同
和
行
為
が
あ
り
ま
す
。

い
か
に
も
同
和
問
題
の
解
決
に
努
力
し
て
い
る
よ
う
に
装

っ

て
、
不
当
な
寄
付
を
募

っ
た
り
、
高
額
な
書
籍
を
売
り
つ
け
た

り
す
る
え
せ
同
和
行
為
は
、
「同
和
問
題
は
怖
い
」
な
ど
と
い

う
同
和
問
題
に
対
す
る
誤

っ
た
意
識
を
植
え
付
け
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
行
為
を
な
く
す
た
め
に
は
、
同
和
問
題
を
正
し

く
認
識
す
る
と
と
も
に
、
不
当
な
要
求
は
断
固
と
し
て
断
り
、

場
合
に
よ

っ
て
は
法
的
な
処
置
を
と
る
な
ど
、
毅
然
と
し
た

態
度
が
重
要
で
す
。

■
え
せ
同
和
行
為
実
態
把
握
ア
ン
ケ
ー
ト

ー
位
　
機
関
紙

ｏ
図
書
等
物
品
購
入
の
強
要

・
・
・
７６
・
９
％

２
位
　
寄
附
金

・
賛
助
金
の
強
要

・
・
・
・
ｏ
・
・
１０
・
１
％

３
位
　
下
請

へ
の
参
加
強
要

・
・
・
・
・
・
。
・
・
５
ｏ
４
％

４
位
　
機
関
紙
等

へ
の
広
告
掲
載
の
強
要

・
・
・
。
４
・
４
％

（平
成

１２
年
度
法
務
省
人
権
擁
護
局
調
査
よ
り
）

あ
か
　
　
　
　
え
が
お
　

　

き
よ
う
ど

　

き
ず
な

〈
明
る
い
笑
顔
　
郷
土
の
絆

〉

Q

●  ●

●   ●

■開講式及び第 1回 目
10月 4日 (金)午後 31時 30分 より 1時間程度

(11月 上旬まで 6日程度予定。2回 目以降の日程は

1回 日の教室のときにお知らせ します。)

■場 所 lも森高校図書館

■講 師 小野尚寿さん (手話通訳士)

■内 容 簡単な手話実技 (自 己紹介・挨拶等 )

■受講料 無料

■参加者 どなたでも参加できます。事前の申し込

みは不要です。

■お問い合せ先

高森高校 事務室 橋本

■L2-0185 Fax 2-0937

自衛官募集の案内

自衛官を希望される皆 さんへ・・・

次の とお り、各種試験 日程をお知 らせ します。

○看護学生 (男・女)   10月 22日 (火 )

○防衛医科大学校 (男 ・女 )

11月 2日 (土)～ 3日 (日 )

○防衛大学校 (男 ・女 )

11月 9日 (L)～ 10日 (日 )

■受付期間 9月 12日 (本)～ 10月 11日 (金 )

※応募 資格が各種 目に

よって違いますので、詳

しいことは、 自衛隊「可蘇

募集事務所までお問い合

わせ ください。

■阿蘇募集事務所 ■L0967-34-0348

図書館の吉永雅子先生 (右 )と
図書委員の佐伯佳絵さん (2年 )

★開 館 日 月曜 日から金曜 日

(原則 として授業のある日)

★開館時間

午前 8時20分～午後 4時55分

☆貸出冊数 一人 5冊まで

☆貸出期間 2週間

★貸出希望の方には館外利用証を作成

します。住所。氏名が確認できるもの (運

転免許証・健康保険証など)を持参 して

ください。

|:i:|:|:::|::|:11:

た

か
も

り
ま
ち

じ
ん
け
ん

（
高
森
町
人
権

じ

ん

け

ん

啓
発
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
啓
発
標
語
の
中
か
ら

）

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

(8)
(13)

最近、地域の利用者の方が少 しず
つ増えてきていますが、まだまだ ご

存 じない方も多いかと思い志す。

どうぞお気軽にご利用ください。

統計で働 く姿 を見つめよ う

平成 14年 10月 1日 現在

就業構造基本調査を実施します
全国か ら抽 出された約 44万世帯の 15歳

以上の方 を対象に、ふだん何か収入 になる

仕事 を しているか どうかや、就業 に関す る

希望な どについて調査 します。

調査結果か らは、雇用の ミスマ ッチの状

況や産業構造の変化 に伴 う雇用流動化の実

態な ど就業に関す る詳 しい状況が明 らかに

な り、国や熊本県の雇用 。失業対策や福祉

政策な どの各種行政施策 を立案す る際の基

礎資料 とな ります。

■調査 の対象 となった世帯には、統計調査

員が伺い調査票の記入 をお願い しますので、

よろしくご協力くだ さい。

総務省統計局 ,熊本県 httpi//WWW.Stat.gO.」 p/
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広

報

高
齢
者
や
障
害
者
と
税

国
は
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方

に
対
し
て
、
財
政
支
出
の
面
で
社
会

保
障
を
充
実
さ
せ
る

一
方
、
所
得
税

の
面
で
も
次
の
と
お
り
、
い
ろ
い
ろ

な
特
例
を
設
け
て
い
ま
す
。

口
高
齢
者
が
受
け
ら
れ
る
特
例

①

老
年
者
控
除

年
齢
が
６５
歳
以
上
で
、
か
つ
、

所
得
金
額
が
１
千
万
円
以
下
の
方

は
、
老
年
者
控
除
と
し
て
５０
万
円

が
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま

す
。

②

公
的
年
金
等
控
除

年
齢
が
６５
歳
以
上
の
方
は
、
公

的
年
金
等
の
収
入
金
額
か
ら
差
し

引
か
れ
る
控
除
額
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

③

マ
ル
優
な
ど
利
子
の
非
課
税

年
齢
が
６５
歳
以
上
の
方
は
、　
マ

ル
優
、
特
別
マ
ル
優
及
び
郵
便
貯

金
の
利
子
に
つ
い
て
の
非
課
税
制

度
を
利
用
で
き
ま
す
。

■
高
齢
者
を
扶
養
し
て
い
る
方
が

受
け
ら
れ
る
特
例

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対

象
と
な
る
親
族
が
、

７０
歳
以
上
の

場
合
は
、
通
常
よ
り
多
い
次
の
控

除
額
が
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
か

れ
ま
す
。

①
　
配
偶
者
控
除
　
４８
万
円

②
　
扶
養
控
除
　
　
４８
万
円

な
お
、
扶
養
控
除
の
対
象
と
な

る
親
族
が
納
税
者
や
そ
の
配
偶
者

の
父
母
及
び
祖
父
母

（老
親
等
）

で
同
居
を
常
況
と
し
て
い
る
と
き

は
、
控
除
額
が
５８
万
円
と
更
に
多

く
な
り
ま
す
。

■
障
害
者
本
人
が
受
け
ら
れ
る
特
例

①

障
害
者
控
除

納
税
者
本
人
が
障
害
者
で
あ
る

と
き
は
、
障
害
者
控
除
と
し
て
２７

万
円

（特
別
障
害
者
の
と
き
は
４０

万
円
）
が
所
得
金
額
か
ら
差
し
引

か
れ
ま
す
。

②

マ
ル
優
な
ど
利
子
の
非
課
税

高
齢
者
と
同
じ
よ
う
に
、
利
子

の
非
課
税
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

書
物
が
地
域
の
皆
さ
ん
の

待
っ
て
ま
す
。

高
森
高
校
の
図
書
館
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
も
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
ご
存
じ
な
い
方
も

多
い
よ
う
で
す
。

簡
単
な
手
続
き
で
本
校
の
所
蔵

図
書
が
借
り
出
せ
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ

一
度
本
校
図
書
館
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

生
徒
た
ち
の
推
薦
文
を
帯
に
し

た
本
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

歴
史

・
地
理

・
科
学

・
文
学
な

ど
は
も
ち
ろ
ん
、
絵
本

。
家
庭
教

育

・
料
理

・
健
康
の
各
分
野
の
ほ

か
雑
誌
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
代
用
語
に
関
す
る

書
物
も
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
の

で
、
調
べ
も
の
を
し
た
い
と
思
わ

れ
る
方
も
ぜ
ひ
お
気
軽
に
本
校
図

書
館
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
方
が

受
け
ら
れ
る
特
例

①

障
害
者
控
除

障
害
者
控
除
と
し
て

一
人
当
た

り
２７
万
円

（特
別
障
害
者
の
と
き

は

一
人
当
た
り
４０
万
円
）
が
所
得

金
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

②

特
別
障
害
者
と
同
居
し
て
い
る

場
合
の
配
偶
者
控
除
及
び
扶
養
控
除

特
別
障
害
者
が
納
税
者
や
そ
の

配
偶
者
、
納
税
者
と
生
計
を

一
に

す
る
親
族
の
い
ず
れ
か
と
の
同
居

を
常
況
と
し
て
い
る
と
き
は
、
配

偶
者
控
除
又
は
扶
養
控
除
と
し
て

通
常
の
控
除
額
に
３５
万
円
を
加
算

し
た
金
額
が
所
得
金
額
か
ら
差
し

引
か
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
お
気
軽
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

■
阿
蘇
税
務
署

ｈ
０
９
６
７
・
２
２
・
０
５
５
１

■
税
務
相
談
室
熊
本
東
分
室

■
０
９
６
７
・
２
２
・
０
５
５
９

●  ●

●   ●

◎期間  平成14年 9月 21日 (土)～ 9月 30日 (月 )ま での10日 間

◎統一スローガン

◎運動の重点 目標

◎統一行事 日

運動の重点 目標 を “県下一斉にアピール"して、広 く県民の皆様に運動

の周知徹底を図るために行 うものです。

(9)

●千と千尋の神

●声に出 し C読みたい

日本語

●ハリー・ポッター

●模倣犯

■
期
間
　
平
成
１４
年
１０
月
１
日
～
３１
日

頁
い
物
袋
」
持
参
で

身
近
な
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
！

身
近
に
取
り
組
め
る
ゴ
ミ
の
減
量
化
と
し
て
、

自
分
の
買
い
物
袋
を
持
参
し
、

レ
ジ
袋
や
、
包
装
紙
な
ど
を
減
ら
し
ま
し
よ
う
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

熊本県リサイクル推進県民会議

事務局 熊本県廃棄物対策課
′h096-383-1111

「介護支え合い相談」は、あなたの介護の悩みに、同様の経
験と専門知識をもった相談員が親身になってお応えする事業で

す。 日々の介護に疲れたり、困ったことがあったらどうぞご相

談ください。

受付時間 月曜 日～金曜 日の午前 10時～午後 3時
(フ ァックスは24時間受け付けます)

ひとりで悩 まないで・・・。

お間かせ ください あなたの悩みを

(12)

財隧蜃饉朋胴

′

秋の全国交通安全運動が始まります

高齢者の交通事故防止

シー トベル トとチャイル ドシー トの着用の徹底

飲酒運転、暴走行為など悪質・危険な運転の追放

今話題の本

‐

―

′L い相談E=



↑＼/↑ 手づ C鍼森やつ

～おけらス鐵兆し属ン中

□材料 (リ ング型 1個分)

。おか ら200g。 薄力粉 100g・ ミック

ス粉 100g・ 黒砂糖 70g・ 水 30c c・ 酢

100cc・ ソーダ少々・ |・ しぶどう適量

□作り方

①材料を全部入れ、よく混ぜ合わせる。

②型に流し入れ、蒸し器で約 20分蒸す。

食生活改善推進員

甲斐利子さん (上町)の作品

いただきます
生活習慣病にならない

食事のポイント

「栄養バランスのよい食事を、 1日 3食、規則正

しい時間に食べる」・・。こんな普通のことが現代社

会では崩れつつあります。

食生活は健康な生活の基本です。今の自分の食習

慣を見直 してみましょう。

野菜を 1日 350g以上食べよう !

ビタミン、ミネラル、繊維質などの豊富な野菜には、

健康を守るさまざまな働きがあります。生活習慣病を

防ぎ、便秘や貧血にも効果のある野菜を毎 日の食事で

たくさんとるようにしましょう。

食塩は 1日 10g未満を目標にしよう !

食塩のとりすぎは高血圧を招き、心臓病や脳卒中な

どの原因とな ります。

また、胃がんの発生を高めるとも言われています。

1日 10g未満に抑えるよう心がけましょう。

寝たきり予防のためにもカルシウムをとろう !

成人が必要 とするカルシウム量は 1日 600～ 700mg

ですが、 日本人の平均摂取量は 600m gに 満たないのが

実情。 骨粗 しょう症になると、骨が折れやすくなっ

てしまいます。一生涯 自立して過ごすためにも、意識

的にカルシウムをとりましょう。

●  ●

●   ●

秋
の
気
配
を
感
じ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
が
、
夏

の
疲
れ
は
残

っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

さ
て
、
先
に
実
施
さ
れ
た
健
診

の
結
果
が
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く

頃
で
す
が
、
結
果
は
い
か
が
だ

つ

た
で
し
ょ
う
か
。
何
ら
か
の
指
摘

が
あ
り
な
が
ら
も

「ま
だ
何
と
も

な
い
け
ど
」
と
自
覚
症
状
の
な
い

人
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
体
は
少
し
ず

つ
変
化

し
て
い
ま
す
。
血
液
や
尿

。
便
は

体
の
中
を
回
っ
て
排
泄
さ
れ
る
も

の
で
、
日
に
見
え
な
い
体
の
情
報

を
た
く
さ
ん
持

っ
て
い
ま
す
。

健
診
結
果
か
ら
体
か
ら
の
信
号

を
早
く
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

増
え
続
け
る
生
活
習
慣
病

生
活
習
慣
病
は
、
痛
み
な
ど
の

自
覚
症
状
が
現
れ
な
い
う
ち
に
進

行
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
、
検

査
で
異
常
値
が
見
ら
れ
る
高
血

圧

。
高
尿
酸

・
高
血
糖

。
高
脂
血

症

・
低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
等
の
状
態
で
す
。

こ
れ
ら
の
状
態

で
放
置
す
る

と
、
血
管
を
傷

つ
け
、
最
終
的
に

は
脳
血
管
疾
患

（脳
卒
中
）
や
心

筋
梗
塞
・狭
心
症
、
腎
不
全
と
い
っ

た
重
篤
な
状
態
を
も
引
き
起
こ
す

深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
き
ま
す
。

さ
あ
―
生
活
習
慣
改
善
の
ス
タ
ー

ト
で
す

こ
の
生
活
習
慣
病
、
字
の
ご
と

く
長
年
の
食
生
活
。
運
動
・
喫
煙

・

飲
酒

・
休
養
な
ど
生
活
習
慣
に
深

く
関
係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

検
査
結
果
が
正
常
値
に
比
べ
高

い
、
又
は
高
い
状
態
が
何
年
も
続

い
て
い
る
、
だ
け
ど
特
に
何
も
気

を

つ
け
て
い
な
い
人
は
要
チ

ェ
ツ

ク
で
す
。
早
期
に
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
ほ
ど
予
防
効
果
は
高
く

な

っ
て
き
ま
す
。

健
診
を
受
け
た
か
ら
終
わ
り
で

な
く
、
結
果
を
も
と
に
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
重
篤
な
状
態
に
陥
る

こ
と
を
防
ぎ
ま
し
よ
う
。

※
７
つ
の
健
康
な
生
活
習
慣

①
適
正
な
睡
眠
時
間

②
喫
煙
を
し
な
い

③
適
正
体
重
の
維
持

④
過
度
の
飲
酒
を
避
け
る

⑤
定
期
的
に
運
動
を
す
る

⑥
朝
食
を
毎
日
食
べ
る

⑦
間
食
を
し
な
い

結
果

の
見
方
が
わ
か
ら
な

い

方
、
ど
う
や

つ
て
克
服
し
て
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
方
は
栄
養
士

・

保
健
師
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

'‐
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阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署  ■L2-9034
日EEEEEK

I嚢ギ
～各家庭で防災会議を開きましょう～

●地震が発生したときに、家族があわてず
に行動できるように

○家の中でどこが一番安全か

○救急医薬品や火気などの点検はどうするか

○幼児やお年寄 りの避難は誰が責任を持つか

○避難場所、避難路はどこにあるか

○避難するとき、誰が何を持ち出すか。非常持ち

出し袋はどこに置くか

○昼、又は夜の場合の家族みんなの分担は何か

○被災時に落ち合 う場所はどこか

など、普段から家族で話 し合い、それぞれの分

担を決めておきましょう。

高森警察署 ■L2-0110

1 わが身と家族の身の安全

2すばやく火の始末

3非常脱出口を確保する

4火が出たら素早く消火

5あわてて戸外に飛び出すな

6狭い路地、併ぎわ、崖や川べ りに近寄らない

7山崩れ、崖崩れ、浸水に注意

8避難は徒歩で持ち物は最小限に

9協力 しあって応急救護

10正 しい情報をつかみ、余震をおそれるな

消火器の訪問点検にご注意

点検を承諾する前に、必ず契約業者であるかを確認しましょう

もし、気づかずに点検の承諾をしてしまっても

※請求金額の値引きを要求すると、契約 を認めることとなるので言わない。

※料金をその場で支払った り、払 う約束は しない。

※点検業者のまぎらわ しい表現等に対 して、契約の無効を主張する。

点検業者が、居直つたり脅迫的な言動に出たときは、近

くの警察署 自消防署に通報 してください。

(11) (10)

保健師が ら

へ の鍵藪講座あなた

○ 身分証明書等の提示を求める

○ 契約書にハンコを押さない

○ はっきりと点検を拒否する

」
■♂
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地震に備えて

トラフル防止

0
ポイント

自
分
の
体
と
生
活
習
慣
に

目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う

地震ふ得十ケ条


